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施設概要 

 
事業名称   ：国立循環器病研究センター移転建替整備事業 
階  数   ：地上１０階、塔屋２階、地下２階 うち地上２階～４階 
延床面積   ：125.773 ㎡  
     (内訳：病院 77,244㎡ 研究所 27,732㎡ オープンイノベーションセンター9,720㎡ 地下駐車場：11,077㎡) 

構  造  ：鉄骨造（CFT柱）・鉄骨鉄筋コンクリート造・鉄筋コンクリート造、免震構造 
病 床 数   ：550 床 
事業方式   ：デザインビルド（実施設計・施工一体型） 
工  期    ：平成２７年８月～平成３１年６月（４７ヶ月）  
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１．循環器病の予防と制圧で世界をリード 

 ① 循環器病は、平均寿命と健康寿命の乖離（要介護期間＝約10年間）と大きな社会負担（最大の医療費要

因、介護要因）を生む疾患であり、その予防と制圧は、世界一の高齢社会である日本が世界に範を示すべき

分野。 

② 国立循環器病研究センター（以下｢国循｣という）は、世界にもほぼ例を見ない心臓血管と脳血管を共に対

象とする研究医療機関（ナショナルセンター）であり、循環器病の予防と制圧で、海外からの投資や人材も引

き込んで、世界をリードできる。 

２．オープンイノベーションの必要性 

①  革新的な技術・製品を開発するためには、国循内の“一つ屋根の下に”、企業・大学等他組織の知識・技術

を結集させる一方、②臨床のニーズに基づいたシーズの絞り込みやシーズの検証（臨床試験・治験）において

は、高度専門病院の役割が重要。 

→ 国循内に、国循主導で企業・大学等の研究者と共同研究を行う拠点、オープンイノベーションセンター（以

下OIC）が必要。  

  循環器病は予防可能な疾患で、バイオマーカー診断等によって、早期適切な介入で発症予防・重症化予防（先制医療）が可能。 

  Made in JAPANの医薬品・医療機器・医療技術の開発、特に失われた機能を代替する機器や再生医療の実用化が重要。 

  早期に臨床導入が見込める薬のリポジショニング（適用外使用等）や既に非臨床段階にあるシーズの早期臨床導入が重要。   

国循の移転建替に伴うオープンイノベーションセンターの必要性 

※オープンイノベーションとは、外部の開発力やアイデアを活用することで課題を解決し、これまでにない価値を生み出すこと。 
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 国循は、バイオバンク、創薬オミックス解析セン
ター（本年２月開設）、統合情報センター（全国の循

環器疾患データを集積・分析）、吹田コホート研究等

のビッグデータを有し、外部研究者がデータ等を共

同利用することが可能。 

  現在、国循と企業等との共同研究は145課題（平

成25年度、右図）。 一方、京大・阪大との連携のほ

か、医学部を有しないが有力理工系学部を有する

大学（※）との医工連携を推進。  

  ※ 例えば同志社大（H26年5月）、関西大学（ H26年12月）

と包括連携協定を締結。 

  運営資金は、受け入れ企業等から建物使用料を

徴収し、自立採算化。 

３．国循ＯＩＣとは 

４．国循ＯＩＣの特長 

 国循を核とする医療クラスター内で、①OICでインキュベートされたシーズを、国循に隣接立地（イノベーション

パーク（仮称））する企業により製品化・事業化、②近接するウエルネス住宅地（仮称）で、開発されたヘルスケア

機器の試用とデータの収集、③大学や自治体・住民と連携して社会実験・人材育成、等を行うことにより、まちづ

くりと一体となって研究開発を支援するシステムを構築。 

オープンイノベーションセンターの概要 
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５．国循ＯＩＣの強み 

 国循は、バイオバンク、創薬オミックス解析センター（生体分子の変化を解析し、創薬標的や診断指標となる分子を発見）、循

環器病統合情報センター（全国の疾患データを集積・解析）、吹田コホート（我が国唯一の都市型コホート）等のビッグデータを有

するという強みを有し、海外未承認を含めた画期的な医薬品・医療機器等を開発する。  

   （医薬品の適応外使用で、海外未承認の開発プロジェクト例） 

    ○ ヒト型心房性ナトリウム利尿ペプチド（hANP)の癌転移抑制効果に関する研究（国家戦略特区優先採択案件） 

    ○ 軽度認知障害患者に対するシロスタゾール療法に関する研究 

   国循は、我が国唯一の医療機器開発拠点としての体制整備と全国・海外とのネットワークを確立し、入口から出口までワン

ストップで機器開発を支援する。OICで開発した医療機器と手技を、国際級の国循トレーニングセンターを使って、外国人医師

等に研修させ、手技と機器をパッケージで海外に展開する。  

  国循も対象にされている国家戦略特区や関西イノベーション国際戦略総合特区では、医療イノベーションを重点分野に据え、

規制緩和や税制優遇措置等により、共同研究対象企業も効果的な支援が受けられる。 

  関西には、京大・阪大等国内トップ級の医学部が存在するとともに、医学部を有しないがハイレベルな理工学部を有する大学

も存在し、NCである国循では、大学・企業・国籍の壁を超えて優秀な研究者をOICに受け入れる。  

建替後の国立循環器病研究センター（イメージ図） 

オープンイノベーション 
センターを設置 
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（参考）医薬品に関する有力な共同研究シーズ（例示） ※（）内は共同研究企業 

・ ヒト型心房性ナトリウム利尿ペプチド（hANP)の癌転移抑制効果に関する研究（シオノギ製薬）（図１） 

・ 軽度認知障害患者に対するシロスタゾール療法に関する研究（大塚製薬） （図２） 

図１ hANP投与による癌転移抑制効果  

MMSE：ミニメンタルステート検査、質問形
式による認知機能の評価法 

対象：軽度認知症 
（MMSE 22-26点） 

Δ MMSE／年 
Δ時間の 

見当識／年 
Δ場所の 
見当識／年 

Δ遅延再生
／年 

図２ カルテ記録を基にしたシロスタゾール 

による認知機能低下抑制 
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 医療機器に関する有力な共同研究シーズ（例示） 

・超小型補助循環システムの開発（ニプロ）・国産多孔化薄膜カバードステントの開発（グッドマン） （図３） 

・精密心臓レプリカの開発と個別医療への展開（クロスエフェクト） （図４） 
  ※「ものづくり日本大賞 内閣総理大臣賞」を受賞 

・羊膜由来間葉系幹細胞の臨床応用に関する研究（カネカ）（図５） 

（図３Ａ） （図４） 

（図３Ｂ） 

カバード 

ステント 

側枝血管は開通 図３Ａ 超小型補助循環システム  

図３Ｂ 新規カバードステント治療  

図４   心臓レプリカの医療への 

      応用展開 

図５ 羊膜由来間葉系幹細胞の臨床応用に関する研究 

     ※ 骨髄移植の副作用抑制やクローン病治療に利用可能。 
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■ 世界に類を見ない最先端の医療技術開発拠点 

配置計画 

国循の病院及び研究所、並びに強力な産学官連携体制の下、企
業、大学、異分野領域の研究者が同じ施設内に集まり、オープ
ンイノベーションを推進する。 

病院・研究所・管理部門に跨る２階～４階にかけて、オー
プンイノベーションセンター（約１万㎡）を整備する。 



日本経済新聞（H27年6月2日） 日本経済新聞（H27年5月27日） 

国家戦略特区における
先進医療特例が適用さ
れた全国初の案件 

（参考）共同研究が臨床応用された最近の実例 


